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降矢静夫俳句集『八潮躑躅』解題 

安孫子昭二 

An Anthology of Haiku, “Yashio-tsutsuji (Azalea)” by Shizuo Furuya 

Shoji Abiko 

 

はじめに 

 木俣美樹男が降矢静夫から寄せられた
300 通の書簡とインタビューを通して、教
養ある山村農人を詳細に分析している（「山
村農人の教養～20 世紀の山里暮し～」（『民
族植物学ノオト 14 号』2021）。分析のキー
ワードになるのは、降矢の書簡から抽出さ
れた豊富な語彙であり、「自然観」「農」「人
生観」に大分類としている。 

私も木俣に慫慂されて、木俣・安孫子・金
子愛々・滝川照子の書簡に副えられた降矢
の俳句 547 首を年代順に編集するとともに、
降矢の知己を得て 16 年間にいただいた 499

通の書簡を基に、降矢の生涯を解説した
（『降矢静夫俳句集 躑躅（やしお）』）。 

俳句にはもとより降矢の「自然観」「農」
「人生観」が色濃く反映されているはずで
ある。降矢は、太平洋戦争の末期に 2 年ほ
ど出征したほかは、92 年余の生涯のほとん
どを峠に囲まれた山村の西原で暮した。降
矢はいわば閉ざされた空間で何を見、考え、
喜び、苦悩し、行動したのだろうか。木俣に
倣い、私も俳句 547 首から降矢の生活誌を
分析してみよう。 

 

１．降矢の俳句の起因と自由律 

 降矢は、俳句は戦後になってはじめたと
いう。戦前は短歌を志していて歌集を作る
はずであったが、出征中に自宅が延焼し、
歌稿も焼失してしまった。痛恨の極みでは
あったが、入植移民のように歯を食いしば
って苦難のどん底から再出発しなければな
らなかったから、生きることに必死だった
という。前記解説文から引くと次のようで
ある。 

   「私は若い頃は文学青年で、短歌の方で同

人誌に参加して、県下の歌友雅友は沢山あ
りました。詩も好きで、土井晩翠先生を敬
慕し、私の処世訓を戴き、今も使っていま
す。『強く 正しく 朗に』は愛用の判です。
歌稿も整理し、沢山の同人誌も揃え、歌集
も作るはずでした。歌は農民歌人が好きで、
師事を仰いだ歌人もあり（ましたが）、関係
のものは焼けて了たんです。漢詩を心がけ
た事もあり、郷土史に熱くなったり。」（便
313） 

それでは降矢にとって俳句とは何であっ
たのか。「・・・句は自己（へ）の挑戦でし
た。戦後は（短歌から）俳句に変わったが、
今度は句帳もなく保存や発表も心せず、た
だ自分の宿命へ挑戦のためで、只便りには
時候挨拶に代え一句を作るのです。ですか
ら自選句集を考えていませんでした。『雪虫』
は私を支援して下さる方々の尊い御厚志で、
恐らく『雪虫』に集まった句より句数は二
倍や三倍作ったでせう。」（便 373・470） 

その俳句の師は、「拙宅の上の家 元参議
院降矢敬雄先生勲二です。敬雄先生は新俳
句（井泉水）高弟で、私の句はこの流れです
が、一茶風ですよ。」（便 161）。新俳句とは、
萩原井泉水が提唱した季語を廃した自由律
俳句のことであり、尾崎放哉・種田山頭火
も井泉水の指導を受けているという。降矢
には確かに季語にとらわれない自由で活き
活きした句が多い。そういう眼で降矢の俳
句をみると、季語が無いのもあれば重複す
るのもあり、拘泥はしていない。「自由律は
２.３年で終り、その後は今の俳句を自分流
で退屈しのぎに綴る次第です。・・・百姓も
西原の皆好まない土地で、生涯抜けられな
い宿命に自分を慰める空白を埋めるためで
した。（便 341）」 
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例えば、里芋の季語は歳時記では秋にな
るが、降矢は季節を問わずその折々の情景

を詠んでいる。（句頭の数字は、『降矢静夫
俳句集 躑躅（やしお）』掲載の番号に同じ）。 

 

212 郭公よ里芋の芽が生えてきし    （初夏） 

511 里芋の葉日に焦げたる暑さかな   （盛夏） 

433 薯の露晝でも光る秋である     （初秋）薯はサツマイモ？ 

224 秋日和大鍋かこむ芋煮会      （秋） 

480 初霜や頭さげたり里芋も      （晩秋） 

242 木枯や里芋埋め山の裾       （初冬） 

 

それでは「歳時記」に無頓着なのかという
とそうではなくて、むしろ歳時記を知悉し
た上でのことである。向学心は最晩年にな
っても絶えることなく、89 歳の 1999 年２
月に安曇野の次女宅に滞在した折には、松
本の書店で「新聞広告で見た新しい俳句の
歳時記を求め」（便 391）ている。 

 

２．農作業にみる画期 

『降矢静夫俳句集 躑躅（やしお）』にあ
る 547 首は、明治 43 年（1910）12 月 20 日

生まれの降矢が、昭和 51 年（1976）２月の
数え 66 歳の時から平成 15 年（2003）２月
10日に数え 93歳で逝去するまでの 27年間、
頭書の 17 句のほかは、私どもの便りに副え
られたものである。 

過酷な農作業では 66 歳でも老境の域であ
ろうが、その後も降矢は逝去する間際まで
農作物も俳句も作りつづけた。この間には
体力の低下とともに作物にも違いが見られ
るようになる。その違いから３度の画期が
認められる。 

 

Ⅰ期：昭和 51 年（1976）～ 昭和 60 年（1985）  降矢 66 歳～75 歳 

俳句１～136 句（136 句） 

従前からの米作・麦作・養蚕を主体として、野菜も作る。 

  （句稿及び木俣への句） 

 

 Ⅱ期：昭和 61 年（1986）～ 平成９年（1997）  降矢 76 歳～87 歳 

俳句 137～393 句（257 句） 

    米作・養蚕を止めて、雑穀と野菜作りが主体となる。 

（木俣・安孫子・金子・滝川への句） 

 

 Ⅲ期：平成 10 年（1998）～ 平成 14 年（2002）  降矢 88 歳～92 歳 

俳句 394～547 句（154 句） 

    野菜作りを主とし、網張りしない四国稗、麦も作る。  

  （木俣・安孫子・金子・滝川への句） 

 

ところで、句の大方は「自然観」「農」「人生
観」に含まれるが、日常の暮らしを詠みこ
んだ句が 48 句（全体の 8.4％）ある。この

中から年代の順に 20 句ばかりしぼり込ん
でみる。なお、句の下線は上記した画期の
区切り。 
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 16 生活の疲れ黙して寝る夜寒 

 22  あくびして背のびする猫と雨の私 

24 稗ぬきを終えて山の子昼寝かな 

（稗は田圃の雑草） 

107 蚕上りやまなこくぼみつ髯ののび 

（75 歳まで、小麦・米作の上に養蚕もやっていた） 

112 月代（さかやき）に似る禿げこみやわれの秋 

128 山居して稗がゆ啜る雪こんこ 

147 焼酎の草疵うづきぬる今宵 

（アルコールは嗜まないので薬用としてか） 

171 炎天下戻れば井戸の水にすがる 

205 冬眠の吾もはい出ぬ春一番 

220 暑ければ暑しとグチす土用照り 

229 点滴の水滴見入りまた今日も 

（平成３年１月、30 年振りに入院生活１ヶ月） 

255 松蝉や更衣で忙し女房どの 

359 またの雪欠伸かみしめ刻み（たばこ）吸う 

390 世にうとくいつか師走か疼く腰 

418 冬の夜や戸ゆすり風がふと眼ざめ 

435 マゴノ手で背を掻く夜長虫鳴きて 

461 明暗をこめて咲にし躑躅（やしお）かな 

（17 年前に松姫峠で採取した幼苗が、卒寿を寿ぐように開花） 

492 どてら着て夢の亡父にぞ似たりけり 

（24 歳で死別した父の姿に自分の影が生き写しに驚く） 

497 一人来て二人出て行く春床屋 

538 目まどい（ぶよ）に追われてお盆の草むしり 

 

３．降矢の俳句―自然観 

自然観に関わる語彙を抽出すると、時候
の語彙が最も多い。次いで植物、動物の順
になる。降矢の人生は、兵役に就いた２年
間のほかは山に囲まれた西原で暮してきた。
文学の素養があり感性鋭い降矢は、日々移
り行く自然に目配りし微妙な変化を見逃さ
なかったから、降矢の俳句には自然に関す
る語彙が実に豊富である。そこでまず時候
からとりあげようとすると、何度も使われ
た語彙がある。 

一つは、四季の移り変わりを表す春・夏・
秋・冬の語彙である。暦の上では、立春から
立夏までが春（２/３～５/５）、立夏から立
秋までが夏（５/６～８/７）、立秋から立冬
までが秋（８/８～11/７）、立冬から立春ま
でが冬（11/８～２/２）となっている。降矢
が詠んだ春夏秋冬の語彙であるが、ここで
は郵便スタンプの日付けにより月別に振り
分けてみる。暦の上での四季に対して、標
高の高い山の村の四季の移り変わりはどう
であろうか。 
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３－１ 四季の語彙 

春（17 種 25 句） 

１月： 52 春ごころ （１句） 

２月： 30 春泥 135・299・495 春立ち 182・354・420・450・495・526 立春 205 春
一番 402 春呼ぶ 421 春めきて 454 春遠し 496 春ごころ （15 句） 

３月： 99 春霞 119 春の雨 121 春眠 447 春憂い 497 春床屋 （５句） 

４月： 252 春たけて 277 花の春 278 春の嵐 330 春雷や （４句） 

夏（9 種 10 句） 

５月： 332 立夏 （１句） 

６月： 169・214 夏至 238 夏木立 （３句） 

７月： 33 夏草や 65 夏冷え 215 半夏生 431 夏の空 （４句） 

８月： 512 晩夏 （１句） 

９月： 515 夏果てて （１句） 

秋（10 種 17 句） 

９月： 49・341 秋雨 293 立秋や 409 初秋 433・434 秋である 496 秋に入り  

（７句） 

10 月： 221 稲の秋 317 秋雨や 477 山の秋 474 秋しぐれ （４句） 

11 月： 317・342・377 秋雨 342 秋晴や 478・544 行く秋 （６句） 

冬（15 種 19 句） 

11 月： 26 立冬の 51 冬立て （２句） 

12 月： 116・440・441 冬枯れ 321 冬耕や 391 冬至 478 冬となる 488 冬冬だ  

（７句） 

１月： 397 冬ごもり 418 冬の夜 419 冬天や 443・444 冬萌え 489 冬日 （６句） 
２月： ６冬日 360 冬着 116 冬枯れ 446 冬麗ら （４句） 

 

春夏秋冬の語彙と種類を多い順に見ると、
春が 17 種 25 句、冬が 15 種 19 句、秋が 10

種 17 句、夏が９種 10 句となっている。降
矢は、気持にゆとりがなければ作句はでき
ないと言っている。そのことから勘案すれ
ば、冬から春の句が多いのは、農閑期にあ
たるために作句する時間的な余裕があった
ことと、２月は長く寒さに苛まれた冬から
日脚がのびてきて、梅のほころびが待ち望
まれたことにもよるであろう。夏の句が少
ないのは、この時季の農作業が繁忙期なの

で作句する余裕がなかったのであろうか。
しかし夏の前半は梅雨なので、梅雨の句（12

句）が夏を代弁しているとすれば、ことさ
ら夏の句だけ少ないというわけでもない。 

 

３－２ 風物詩的な時候の語彙 

次のキーワードとなるのは、風物詩的な
語彙でも特に多く使われているのに、雪、
梅、桜、若葉、梅雨、菊、雪虫がある。そこ
でこれらの語彙も別個に抽出し、どのよう
に使われているかをみてみよう。 

 

雪（43 種 51 句） 

11 月： 74 山へ雪 （１句） 

12 月： 160 吹雪いて 245・546 初雪の 351 雪なき 522 雪舞って （５句）  

１月： ３雪となり 77 雪の道 126 雪がふり 137 新雪の 138 雪どっさりと 182
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雪ふらず 270・394 雪もなく 271 雪となる 305・493 雪の日や 381 雪ご
もり 395 かむる雪 396・397 雪の砦 415 雪なし 491 初雪 （17 句） 

２月： ７雪になりたる 56 今朝の雪 80 雪おおう 128 雪こんこ 204 雪尺余 

206・400 残雪の 248 雪降り 353 春の雪 356 雪雪で 357 雪どけの 357

またの雪 398 仰山な雪 401 雪掃いて 401 雪ばれ 402 残雪へ 494 雪の砦 

525 雪つもる （18 句） 

３月： 82 春の雪  118 雪ふれば 163 雪ふらば 165 雪である 251 彼岸雪 251 雪
つづく 327 雪つもる  359 またの雪 406 春雪の 497 残雪に （10 句） 

梅（16 種 16 句） 

１月： 37・52 寒梅 （２句） 

２月： 20 梅の風 31 紅梅あからむ 38 紅梅の 98 黄梅の 117 梅からの 183 紅 

梅はじらいて 249 紅梅や 272 ちらほらと梅 457 梅の香が （９句） 

３月： 58 梅の風 81 うめ咲いて 250 梅を折り 424 梅花滴して 455 梅咲きぬ 

（５句） 

桜（８種 11 句） 

４月： 86 桜咲たり 129 桜さけずして 139 さくらいま 231・499 桜咲く 309 山の
桜へ 363・364 桜爛漫 167 葉ざくらや （９句） 

５月： 42 桜（はな）散って 167 葉ざくらや （２句） 

若葉（４種 10 句） 

５月： 105・210・232・233・311・368・382 若葉風 283 柿若葉 502 山若葉 533 若
葉冷 （10 句） 

梅雨（11 種 12 句） 

６月： 256・335 つゆ空 288 深梅雨 289 つゆ知らず 506 梅雨の晴れ間 507 つゆ入
りの 537 梅雨つづき  （７句） 

７月： 45 戻り梅雨 62 遅れ梅雨 108 梅雨のおわり 122 荒梅雨 257 梅雨つづく 

（５句） 

菊（９種 12 句） 

10 月： 344 菊の香 （１句） 

11 月： 132 菊咲けど 158・261・344 菊の香 180・243 菊す枯れ 262 菊咲いて 

318 咲く菊や 345 菊の花   519 菊匂う 543 小菊咲く （11 句） 

 12 月： 485 寒菊や （１句） 

雪虫：（８種 10 句） 

10 月： 411 雪虫が （１句） 

 11 月： 148 雪虫の 256・388 雪虫や 299・543 雪虫 346 雪虫を 479 雪虫か  

（７句） 

12 月： 388 雪虫や （１句） 

１月： 419 雪虫舞いつつ （１句） 

 

時候で最も多い語彙は「雪」で、冬は 11

月末から３月半まで足掛け５ヵ月と長いか
らか、実に 50 句に上る。中でも雪にまつわ

る句が多いのは１月・２月で、17 句ずつあ
る、降矢宅は標高が 600ｍに近いのでよく
雪が降るし、山蔭にあるから積ったらなか
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なか溶けない厳しい環境にあった。しかも
日照時間が６時間ほどのときもある。降矢
は便りに時候として俳句を副えたが、メモ
は残さなかった。それなのにこれだけ雪に
まつわる句が多いのに、語彙の重複がほと
んどないのは、記憶の良さと状況を見極め
て的確に表現する文学的素養によるのであ
ろう。 

梅は、２月に梅（白梅）と紅梅・黄梅が登
場し、３月になると白梅だけになる。同じ
語彙でも季節の移り変わりが感じられる。
桜の語彙はほとんどが４月に収まるが、標
高が高い西原では東京より開花が２週間は
遅いようである。梅雨の語彙で不思議なの
は、73 歳までに作った句が梅雨後半の７月

に、83 歳以降に作った句が梅雨前半の６月
に偏る傾向がある。また菊も雪虫の語彙も
11 月をピークとして、前後の月にもわずか
ながら認められる。 

雪虫は全国各地で冬の訪れを告げる風物
詩として知られていて、白ばんば、綿虫、雪
迎え等の愛称があるが、実体はアブラムシ
科である。そこで昆虫の項にも置いた。降
矢も 11 月後半に冬支度として畑の大根を
抜いて囲大根にする頃によく見かけるので、
好んで題材にしている。米寿記念の俳句集
『雪虫』（1983）は是に因んで表題にした。
また（74 山へ雪そろそろ来るか秋の虫）
と詠まれたのも雪虫のことであろう。 

 

３－３ その他の時候の語 

１月：  ２・10・29・270 山眠る ４霰 11 枝打ち 29 立刈る 53 松明けて 28・303・
380 松とれて 114 380 門松の 125 霧うまる 162 凩や 324・417 寒の入り 

326 小正月 492・493 どてら （13 種 20 句） 

２月： ５・26 氷柱 ９氷って 15・450 風花 150・307 寒明け 151・354・358 蕗の  

とう 325・355 如月 355 砂嵐 399 節分 450 山葵萌え 495 陽光さんさん 

527 三月（やよい）まつ （11 種 17 句） 

３月： 100 水ぬるむ  327 雛だん 455 雛の節句 529 杉花粉 （４種 ４句） 

４月： 47・277 花の嵐 59・275 花冷え 184 花の雨 273 花かげ 309・329 うららか
や 331 萌芽の風 365 萌芽の山 403 芽吹き 448 日向ぼこ 499 木の芽風 

 （10 種 13 句） 

５月： 106 八十八夜 185 葱坊主 167・404・530 葉ざくら 254 若竹 331・382・500

鯉のぼり 405 風さつき 427・500 新緑 382 青葉風 502 菜たねつゆ 503 草
青む 534 栃咲きぬ （11 種 16 句） 

６月： ３・237 桑の実 87・288・383 桜ん坊 188 さみだれの 255 更衣 335・504 み
な月（六月） 337 しとしと雨 382・506 青葉風 383 雨なれど 465・507 青葉
冷え （９種 15 句） 

７月： 45 施餓鬼会 64 紫蘇もみ 156 コビリ 193・220 土用 290 ほおずき 2 92・
467 霧 371 海の日 466 沛然と 466 雷雨 （９種 11 句） 

８月： 66 流れ星 66 稲の穂の 96 夕立ちや 122・432 炎帝 171・219・303・432 炎
天下 173 山霧 218 入道雲 294 送り火 340 終戦忌 384 茎立ちし 408・510

遠雷や （11 種 16 句） 

９月： 48・197 白露 69 栗落ちぬ 91 懶雲 176・297・343 祭り 197 名月の 374 芋
月の 433 芋の露 471・512・514 新涼 539 しぐれけり （９種 14 句） 
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10 月： 93 木の実ふる 375 山の霧 437 遠山日 475 夜長かな 476 宵祭り 477 紅葉
せり 541 おぼろ夜の （７種 ７句） 

11 月： 75・133・243・347・539・540 時雨 96・157 小豆打ち 132 女おどし 162・
242 木枯し 198 草の実 200・201・387・416 落葉 244・404・438・481・546

小春日 478・483 草紅葉 （８種 23 句） 

12 月： 9 氷 19 鳥喰柿 18・241 刈干柴 27・124・245 干葉 226・391 柚の香・ゆず
風呂 227・300・345・345・348・349 霜（霜柱） 266 あかぎれ膏 267・347・
349・382・521 みぢか日（短日） 350 落葉 390・413・520 師走 485 三頭颪 

487 木守り柿 488 裸木 545 木枯し （14 種 28 句） 

 

時候全体の中から四季の語彙および風物
詩的に多く使われた雪・梅・桜・若葉・梅
雨・菊・雪虫の語彙を抽出した。ここでは残
りの語彙を月別に列挙してみると、116 種
181 句を数える。この項目の時候では 12 月
と１月が多く、３月と 10 月が少ないが、先
の項目や他の項目とも合わせてみる必要が
ある。 

各月の語彙から情景を連想してみよう。
１月は、若いときは松が明けると山眠る中
を植林の杉の枝打ち作業であった。２月は、
寒さは厳しいが春の兆しも見えて、月末に
は蕗のとうも顔をだすようになる。「山葵萌
え」は降矢の造語であろうか、西原の山葵
田を彷彿とさせる。３月は雛祭りで、降矢
は老年になって杉花粉に悩まされるように
なった。４月は山の木々が芽吹きはじめる。
「花」４種は桜のことで、桜咲く頃は花冷
えがつきまとう。５月は若葉の候で桜も葉
ざくらに変わり、菜の花畑も今はみかけな
くなり、菜たねつゆも季語だけになってし
まった。６月には若葉も青葉になるが、５
月の「382 鯉のぼり尾をふるごとき青葉風」

は、若葉風よりも爽やかな感じがする。６
月は 10 日頃から梅雨入りで鬱陶しいが、梅
雨の晴れ間を夏着に衣替え、この頃には山
の桑の実も桜ん坊も熟してくる。養蚕のと
きはてんてこ舞いの日々であった。７月は
20 日頃に梅雨明けとなり、酷暑がまってい
る。農作業の休憩時には木蔭でのコビリ（小
昼＝おやつ）が楽しみ。ほおずきはまだ未
熟で青い。８月は、炎天に入道雲、遠雷、夕
立ち、お盆の送り火と、子供の頃の田舎の
情景が想い起こされる。お盆が過ぎると急
に涼しくなる。硫黄島に従軍した降矢には
終戦忌が忘れられない。９月の空は大気が
すんで芋名月と秋祭りの賑わいが気にかか
る。10 月はもう紅葉がはじまり、秋の夜長
にすだく虫の声が聞こえてくる。11 月は時
雨ることもあれば小春日もあり、女おどし
（急激な天候の変化）に戸惑うこともある。
12 月はすっかり冬で、日は短いし、霜が降
りて木枯らしが吹きつのる中、降矢は来年
に向けて畑にすき込む刈干柴刈りを怠らな
い。寒さと乾燥であかぎれが痛むが、ゆず
風呂で一息ついている師走の夜である。 

 

３－４ 花の語彙 

上記したそれぞれ花の語彙の掲載句か
ら１句を順に抽出してみると、１月から 12

月にいたる季節の移り変わりが感じられる。

また降矢が眼をそそいだ花の種類が梅・桜
を筆頭とするが、その他にも高木から低木、
雑草、野菜の花の類に至るまで多種多様あ
ることに驚かされる。 

 

１月： 37・53 梅 （２句） （ゴチック体は掲載の俳句番号） 

53 松明けて一輪一輪寒梅が 
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２月： 20・31・38・98・117・150・183・249・272・457 梅（紅梅・黄梅） 454 水仙 

496 柳の花 （12 句） 

183 立春の日ざしの紅梅はじらいて 

454 春遠し水仙寄添う日射しかな 

   496 春ごころ柳の花芽皮をぬぎ 

３月： 58・81・250・424・455 梅  151・354・358 ふきのとう 101・529 沈丁花 

（10 句） 

455 梅咲きぬ雛の節句や山の村 

151 蕗のとう摘むのも奢り山居なり 

529 杉花粉くすくす眼鼻へ沈丁花 

（老境に入ったら花粉症になった） 

４月：  41・329・456・499 菜の花 59・103・129・139・184・208・231・273・275・277・
309・363・364・499 桜（花） 140・209・276・308・425・448 カタクリ 460 こ
ぶし 252・362・426 なずな （28 句） 

    41 菜の花や石の地蔵も眠そうな 

208 牛鳴いて桜咲きたり川はさみ 

   277 花の春散るも咲けるも慌しき 

425 カタクリや先立つ人の精霊か 

（親友の死を偲んで） 

460 日脚伸び辛夷の寺や夕の鐘 

426 なずな咲く畑へ捨て置く鍬へ雨 

５月：  42 桜 59・185 葱坊主 105・310・311 藤 168・333・405 牡丹 279・280・
530 やまぶき 310・461・462・463 つつじ（八汐） 366 桐 428 花菖蒲 534

栃の花 ？連翹（色紙にある） （18 句） 

42 桜（はな）散りてかじか鳴く水田に入れる 

（米作は西原で１軒だけ、75 歳まで頑張った） 

185 葱坊主ならんだとなり南瓜うえ 

310 ふじ咲きぬ相州武甲の山若葉 

   405 牡丹だよとはいいつつも風さつき 

（このゑ夫人への弔句） 

   280 山吹や山裾の家に咲きたけり 

461 明暗をこめて咲きにし躑躅（やしお）かな 

（松姫峠の幼苗が 17 年目に卒寿を寿いで開花したことの喜び） 

366 黍播いて春の名残りの桐の花 

428 むらさきの眼にしみ通る花菖蒲 

534 栃咲きぬ小豆の旬と亡母（はは）はいい 

？  連翹や問われし家を指で指し 

(便りにはないが、卒寿記念の色紙の句) 

６月： 153・187 白の花（野ばら・朴の花・すもも） 189・215・256・287・337・
338・509 栗の花 234・312・531 卯の花 239 蕎麦の花 336 ジャガの花 464

山法師 506 茄子の花 （16 句） 
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187 六月は白の花心にも咲く 

（卯の花、野バラ、山法師、水草、さては朴の花） 

338 花栗や霧の中より匂いくる 

531 卯の花や空家の垣に咲きにけり 

239 花蕎麦のすがし花咲く遺跡園 

（埋蔵文化財センターの雑穀見本園にて） 

336 みなづきや山の畑のジャガの花 

（亡母の命日６月 15 日に、新ジャガを掘って供える） 

464 ぬっと出た枝に咲たる山法師 

506 茄子の花梅雨の晴れ間惜しむかな 

７月： 62・108・236・286 紫陽花 190・370 どくだみ 192 合歓の花 193・258・
292・468・509 山百合 216・217 紅花 384・385 慈姑の花 466・537 沙羅 

（18 句） 

236 紫陽花や傘さす女の顔みえず 

190 どくだみや梅雨の晴れ間を釈然と 

192 喘ぎつつ小豆蒔ける合歓の花 

193 山百合や土用出水の山の村 

216 みちのくの紅花今日郡内で咲き  

（７月 10 日 夢の花だった紅花 現実として開花） 

384 茎立し慈姑（くわい）の今日は花咲けり 

466 沛然と雷雨に散れる沙羅の花 

８月： 23 葵 144・259 虎杖 312 朝顔 386 慈姑の花 408・473 百日紅 469 竹煮草 

（８句） 

23 咲きのぼる葵の花の炎天下 

144 いたどりの花のこぼれや冷やし麺 

512 朝顔の蔓のびほうけ晩夏かな 

386 末枯れたる慈姑（くわい）侘しく鎌を砥ぐ   

（留守の間に水遣りされずに慈姑が枯れて） 

473 百日紅晝の彼岸の回向かな 

469 秋に入り荒れた畑の竹煮草  

９月：  34・316 曼殊沙華 70・296・317・341 秋海棠 145・260・295 吾亦紅  

（９句） 

34 忽然と炎の如く曼殊沙華 

317 秋雨や秋海棠の余滴かな 

260 ぽつねんと孤独の秋や吾亦紅 

（西原になかった吾亦紅を苗で購入して） 

10 月： 25・48 萩 71・410・434・471 秋桜 （６句） 

48 夏去ぬ白露置きたり萩の花  

434 コスモスのうす紅色や秋である 

11 月： 132・158・261・262・318・339・344・345・484・519・543 菊（菊の香）  

（11 句） 
























